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平
成
31
年
第
１
回
市
議
会
定

例
会
に
お
い
て
、
川
越
教
育
長

が
、
福
生
市
教
育
方
針
を
述
べ

ま
し
た
。
要
旨
は
次
の
と
お
り

で
す
。

教
育
を
取
り
巻
く
社
会
状
況

は
、
急
速
な
科
学
技
術
の
発
展

と
地
球
規
模
で
人
類
が
直
面
す

る
諸
課
題
の
発
生
に
よ
り
、
予

測
不
可
能
な
時
代
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
一
人

一
人
が
変
化
す
る
社
会
に
適
応

し
な
が
ら
主
体
的
、
協
働
的
に

生
き
抜
く
力
を
身
に
付
け
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
社
会
で

も
あ
り
ま
す
。
21
世
紀
社
会
で

は
、
能
動
的
な
学
習
を
生
涯
に

わ
た
っ
て
継
続
す
る
力
が
必
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
価
値

を
認
識
し
、
か
つ
他
者
の
価
値

も
尊
重
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
よ
り
よ
い
社
会
の
担
い
手

と
な
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

福
生
市
教
育
委
員
会
は
、
引
き

続
き
そ
の
環
境
づ
く
り
に
全
力

で
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

福
生
市
教
育
委
員
会
は
平
成

31
年
度
に
、
福
生
市
教
育
振
興

基
本
計
画
修
正
後
期
の
最
終
年

に
入
り
ま
す
。
新
た
に
策
定
さ

れ
る
福
生
市
総
合
計
画
を
受

け
、
２
０
２
０
年
度
以
降
の
新

た
な
福
生
市
教
育
振
興
基
本
計

画
を
策
定
い
た
し
ま
す
。
併
せ

て
、
計
画
の
具
現
化
に
向
け
た

実
践
策
を
検
討
す
る
た
め
平
成

25
年
度
に
設
置
し
た
ふ
っ
さ
っ

子
未
来
会
議
の
第
二
次
会
議
を

設
置
い
た
し
ま
す
。

第
一
次
提
言
か
ら
の
引
き
続

く
課
題
と
併
せ
て
、
学
区
域
の

諸
課
題
等
は
喫
緊
の
課
題
と
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
公
共
施
設

の
老
朽
化
対
策
な
ど
の
教
育
環

境
や
学
校
機
能
、
そ
し
て
小
中

学
校
の
将
来
の
構
想
、
方
向
性

を
協
議
し
、
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン

を
持
っ
て
段
階
的
に
展
開
す
べ

き
時
が
き
て
い
る
と
認
識
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問

題
に
つ
い
て
、「
第
二
次
ふ
っ

さ
っ
子
未
来
会
議
」を
設
置
し
、

検
討
を
行
い
、
対
応
策
の
提
案

を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

基
本
方
針
１
「
子
ど
も
た
ち

の
生
き
る
力
の
育
成
」
で
は
、

児
童
生
徒
の
学
力
向
上
策
の
着

実
な
展
開
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
学
習
指
導
要
領
で
は
、
全

教
科
の
こ
れ
ま
で
の
目
標
や
内

容
に
加
え
て
、
ど
の
よ
う
に
社

会
・
世
界
と
関
わ
り
、
よ
り
良

い
人
生
を
送
る
か
、
と
い
っ
た

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
な

ど
を
育
む
こ
と
を
求
め
て
い
ま

す
。
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力

を
明
確
に
し
、
授
業
改
善
に
向

け
た
指
導
・
支
援
を
引
き
続
き

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

特
別
支
援
教
育
の
充
実
で

は
、
福
生
市
特
別
支
援
教
育
推

進
計
画
第
二
期
・
第
一
次
実
施

計
画
の
着
実
な
推
進
と
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
教
育
、
合
理
的
配
慮

を
指
導
の
観
点
と
し
て
明
確
化

し
、
同
時
に
就
学
相
談
の
精
度

を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し

て
、
２
０
２
０
年
度
か
ら
完
全

実
施
と
な
る
中
学
校
全
校
に
お

け
る
特
別
支
援
教
室
の
設
置
に

向
け
て
そ
の
準
備
を
着
実
に
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

不
登
校
対
策
の
充
実
で
は
、

福
生
市
立
学
校
の
不
登
校
総
合

対
策
を
着
実
に
推
進
す
る
と
と

も
に
、
い
じ
め
防
止
対
策
の
確

実
な
推
進
に
つ
い
て
は
、
基
本

方
針
に
沿
っ
て
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革

の
推
進
に
つ
い
て
は
、
中
学
校

部
活
動
の
負
担
軽
減
の
た
め
の

部
活
動
指
導
員
の
配
置
や
教
員

の
業
務
負
担
軽
減
の
た
め
の
ス

ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ

フ
の
配
置
も
順
次
段
階
的
に
配

置
で
き
る
よ
う
に
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

基
本
方
針
２
の
「
信
頼
さ
れ

る
学
校
づ
く
り
の
推
進
」
で
は
、

地
域
社
会
総
が
か
り
の
教
育
と

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
制
度
の
円
滑
な
導
入
と
推

進
を
計
画
通
り
実
施
い
た
し
ま

す
。
平
成
31
年
度
は
、
３
校
を

新
た
に
指
定
し
、
本
制
度
に
つ

い
て
の
学
校
や
地
域
の
理
解
促

進
を
進
め
、
学
校
と
社
会
が
連

携
・
協
働
し
な
が
ら
、
新
し
い

時
代
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能

力
を
子
ど
も
た
ち
に
育
む
「
社

会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
の

実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
給
食
で
は
、
最
新
の
設

備
を
活
か
し
新
た
な
献
立
に
取

り
組
み
、
年
間
を
通
じ
、
安
全

で
安
心
な
学
校
給
食
を
提
供
し

食
育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

基
本
方
針
３
の
「
生
涯
学
習

社
会
の
推
進
」
で
は
、
２
０
１ 

９
年
７
月
よ
り
、
建
替
え
、
移

転
の
完
了
し
た
扶
桑
会
館
の
供

用
開
始
を
予
定
し
て
お
り
、
指

定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
よ
り

円
滑
な
管
理
運
営
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

「
ふ
っ
さ
っ
子
グ
ロ
ー
バ
ル

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
事
業
」
で
は
、
こ

れ
ま
で
に
実
施
し
た
内
容
や
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
精
査
し
、
子
ど
も

た
ち
の
異
文
化
交
流
を
図
る
こ

と
で
、
福
生
市
英
語
教
育
推
進

計
画
で
掲
げ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
と
し
て
の
資
質
を
養
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
は
、
福
生

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
を
着
実

に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
市
営

競
技
場
で
は
、
人
工
芝
化
工
事

等
を
実
施
し
、
競
技
人
口
の
拡

大
を
図
る
と
と
も
に
、
利
用
者

の
利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

公
民
館
で
は
、
講
座
等
の
学

習
成
果
を
個
の
学
び
か
ら
地
域

や
他
者
に
広
げ
て
い
く
た
め
、

職
員
が
人
と
人
、
地
域
、
諸
団

体
間
を
つ
な
げ
る
役
割
を
担
い
、

さ
ら
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

図
書
館
で
は
、
図
書
館
基
本

計
画
及
び
第
三
次
福
生
市
子
ど

も
読
書
活
動
推
進
計
画
に
基
づ

き
、
読
書
環
境
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

基
本
方
針
４
、「
地
域
の
教

育
力
の
向
上
」
と
し
て
、
平
成

29
年
度
か
ら
本
格
実
施
を
い
た

し
て
お
り
ま
す
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

使
っ
た
家
庭
学
習
の
充
実
を
さ

ら
に
研
究
的
視
点
を
用
い
、
そ

の
有
効
性
を
高
め
る
実
践
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
と
生

涯
学
習
、
教
育
に
よ
る
「
人
づ

ぐ
り
」
こ
そ
が
、
持
続
的
に
発

展
す
る
福
生
市
を
創
る
こ
と
で

あ
り
、
教
育
は
未
来
へ
の
投
資

で
す
。「
福
生
市
で
学
ん
で
よ

か
っ
た
、
学
び
続
け
た
い
ま
ち　

ふ
っ
さ
」
を
実
感
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
福
生
市
の
教
育
の

持
続
、発
展
に
組
織
一
丸
と
な
っ

て
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

平
成
31
年
度

福
生
市
教
育
方
針

〇福生第三小学校において、習熟度別少人数指導等のきめ細やかな指導展開を実施
するため、教室の増築を行います。
〇教育支援委員会委員について、学識経験者の配置を行い、指導・助言を受け、適
切な就学につなげる体制の充実を図ります。
〇授業及び校務にＩＣＴ機器を活用した学習活動の充実を図るため、中学校に校内
ＬＡＮを整備するとともに、パソコン教室のノート型パソコンをタブレット型端
末へ更新します。
〇特別支援教育のさらなる充実を図るため、中学校に特別支援教室の教材等の整備
を実施します。
〇中学校に専門的知識を有する部活動指導員を配置し、部活動指導、大会引率等を
担ってもらい、教員の業務の負担軽減を図ります。
〇防災食育センターの展示見学ホールや研修室を活用して、児童生徒の食育の推進
を図ります。
〇市営競技場の人工芝化及び管理棟のバリアフリー化等改修工事を行います。
〇市民会館舞台装置等の改良を行い、施設を良好な状態に保ち、利用者に快適な学習・
文化活動の環境を整えます。

平成31年度実施計画から主な取組を紹介します 平成31年度教育費予算の内訳
平成 31 年度福生市一般会計予算 250 億８千万円が３月の市議会定例会で認定さ

れました。そのうち教育費は 15.3％の 38億 3,127 万 6千円の予算額となりました。
教育総務費　４億 2,569 万３千円
教育委員会とその事務局、小中学校の教育指
導に要する経費

小学校費　11億 3,700 万４千円
学校の運営、学校施設の整備に要する経費

中学校費　２億 5,144 万５千円
学校の運営、学校施設の整備に要する経費

学校給食費　４億 903万円
学校給食の調理及び設備に要する経費

社会教育費　10億 1,217 万円
公民館、市民会館、図書館、プチギャラリー、
茶室の運営や、青少年の健全育成、文化財保
護などに要する経費

保健体育費　５億 9,593 万４千円
体育館及び屋外体育施設の管理、スポーツの
推進事業に要する経費

教育総務費
11.1％

小学校費
29.7％

中学校費
6.6％学校給食費

10.7％

社会教育費
26.4％

保健体育費
15.5％

教育費
38億 3,127 万

6千円

教
育
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
坂
本
和
良
氏
が
３
月
の
市

議
会
定
例
会
に
お
い
て
同
意
さ

れ
、
教
育
委
員
に
再
任
さ
れ
ま

し
た
。

任
期
は
２
０
１
９
年
４
月
１

日
か
ら
２
０
２
３
年
３
月
31
日

ま
で
で
す
。

 

問
合
せ  

教
育
総
務
課
教
育
総

務
係
☎
５
５
１・１
９
３
０

○
青
梅
信
用
金
庫
か
ら
現
金

20
万
円
と
テ
ン
ト
１
張
が
寄
贈

さ
れ
、
テ
ン
ト
は
福
生
第
一
中

学
校
に
配
置
し
ま
す
。

○
公
益
社
団
法
人
日
本
一
輪
車

協
会
か
ら
一
輪
車
10
台
が
寄
贈

さ
れ
、
福
生
第
四
小
学
校
に
配

置
し
ま
し
た
。
寄
贈
さ
れ
た
一

輪
車
は
一
般
財
団
法
人
日
本
宝

く
じ
協
会
の
助
成
に
よ
る
も
の

で
す
。

○
日
本
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
（
株
）

か
ら
防
犯
ホ
イ
ッ
ス
ル
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。
ホ
イ
ッ
ス
ル
は

全
小
学
校
の
新
一
年
生
に
学
校

を
通
じ
て
お
渡
し
し
ま
す
。

 

問
合
せ  

教
育
支
援
課
学
務
係　

☎
５
５
１・１
９
４
８

坂本和良 氏

教
育
委
員
に
坂
本
和
良
氏
が

再
任
さ
れ
ま
し
た

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た


